
タイ・コミュニティ組織開発機構と参加型開発
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化されてきた

ないまま，非

済は， 年代後半より急速

。貧困な地方の出 ぎ者が仕

公式のコミュニティが急速に

は じ め に

に転換し，かつて農業用地

事を求めて都市に流入する

広がった。貧困者は，都市

であった地域がスプロール

と，手ごろな価格の住宅が

の危険な，密集し合ったコ

ミュニティに

得コミュニテ

現場をねぐら

らが居住す

帯は追い立て

このような

開発機構と

住むことを余儀なくされた。

ィおよび不法占拠地域があり

にしている。なかでも，約

る土地の居住権がなく，不安

の危機に瀕している。

とき，タイ政府は「コミュニ

当該コミュニティとが一体と

年の調査によれば，タ

， 万世帯はコミュニティ

の低所得者コミュニティ

定な状態にある。このうち

ティ組織開発機構」を独立

なった参加型コミュニティ開

イ全国の都市に の低所

を持たず，寺の境内や建設

（ 万世帯， 万人）は彼

コミュニティ，約 万世

行政法人として設立し，同

発に着手した。いわゆる

「バーン・マ

整理するとと

る。

ンコン計画」の実施である。

もに，その計画のパイロット

本稿は，バーン・マンコン計

事業となったコミュニティ

画の経過と実行について

の事例を紹介することにす
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． と

学（第 巻・第４号）

バーン・マンコン計画

１． の

「コミュニテ

年コミュ

）」で

（

設立と目的

ィ組織開発機構（

ニティ組織開発機構設立勅

ある。 は，住宅公団所

）」と国家

）

令によって設立された「

属の「都市コミュニティ開

経済社会開発庁所属の「

」が統合されて設立されたも

）」は，仏暦

独立行政法人（

発事務所（

農村開発基金事務所

のである。この統合案

は， 年 月

名待ちの状態で

が，チュアン政

年８月 日）

ィ開発事務所か

共事業と信用貸

の基本

チョンの生活開

から準備され， 年末にバン

あった。その後，政府が２度

権時代に 設立勅令と

。設立に当たって，農村開発

ら総額 億 万バーツの

しの基金として利用されるこ

目標は，職業開発・収入増進

発に関連するチュムチョン組

ハーン政権時代に内閣によっ

変わり，それを理由に延期さ

して日の目を見たものである

基金事務所から７億 万バ

基金が持ち寄られ，チュムチ

とになった。

・居住環境開発であり，さら

織とネットワークに対して支

て承認され，国王の署

れていたものであった

（ インタビュー，

ーツ，都市コミュニテ

ョン（集落，部落）の公

に都市と農村のチュム

援と援助をすることで

ある。チュムチ

パワメントを強

り，コミュニテ

合を組織し，そ

セスすることを

者に社会的・経

織化を進め，コ

ョン組織とそのネットワーク

化することである。これは

ィ組織が主体となって地域

れに低利融資を供給すること

可能にした。つまり，

済的資源にアクセスすること

ミュニティ組織の主体的力量

に対して資金上の援助を行い

，本来， のプログラム

改善を進める手法の継承であ

によって，都市貧困者に社会

のプログラムは，融資その

に目的が置かれ，また融資を

を高めることにあった（遠州

，チュムチョンのエン

を引き継いだものであ

る。 は，貯蓄組

的・経済的資源にアク

ものではなく都市貧困

テコにして貧困者の組

， ）。チュムチョン

組織をチュムチ

図１のように

者３名からなり

ョン組織の代表

のチュムチョン

である。この小

策定する役割を

ョンの開発において基軸とす

， 委員会は，政府機関

， の政策と方向性を決

者が出ていることが重要であ

組織の指導者 名からなり

委員会は， 委員会に提

持ち，加えて各種の重要計画

ることは，この組織の組織構

の代表者４名，学識者３名，

定する最高の決議機関である

る。チュムチョン組織開発統

（必要に応じて人数は変化），全

案する前に，地方・県レベル

を実行するうえでの考え方を

成にも現れている。

チュムチョン組織代表

。この組織にチュムチ

合小委員会は，各地方

国の指導者会議のよう

の事業開発の考え方を

提出する。主要問題開

発小委員会は，

共同作業が必要

めのチュムチョ

地方のチュムチ

方の戦略を策定

を策定する。そ

地域ごとや戦略ごとの事業開

な論点については全国レベル

ン基本計画作業委員会やチュ

ョン組織の指導者５名と，地

し，地方レベルのネットワー

して，地方のチュムチョン開

発の方向性や考え方について

の戦略作業委員会を開催する

ムチョン文化作業委員会など

方の他の組織の代表者からな

クを結びつける舞台になり，

発の管理を担当する。県グル

役割を持ち，あるいは

。たとえば，自活のた

である。地方委員会は，

る。この委員会は，地

加えて予算利用の計画

ープ委員会は，文化状

（ ）
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図１

組織開発機構と参加型開発（田坂

の組織図

）

（出所

況に応じて県

があり，地方

このよう

れており，政

）

グループに分割することによ

レベルの方向性の前に，県グ

に 組織は，チュムチョ

府から独立した行政法人で

（ ）

って県ごとの方向性を定め

ループごとに独自の事業の

ン組織をチュムチョン開発の

ある（以上，

る。現在， の県グループ

進め方を定める。

基軸とするために構成さ

，

を参照）。

２．バーン

バーン・

の計

計画とは，ス

欠落した問題

・マンコン計画

マンコン計画の概要

画の中で，とくに重要なのが

ラムの貧困者の住宅開発計画

を解決し，エンパワメントの

「バーン・マンコン計画」

である。それは，住宅開発

あるチュムチョンの建設と

である。バーン・マンコン

においてエンパワメントの

住みよい住宅にする計画で

ある。この住

え方である

や地方

致した住宅に

バーン・マ

帯がパイロ

とされた（以

宅開発の考え方は，過去 年

。その計画では，貧困者を住

組織は支援者に過ぎず，貧困

することができる。

ンコン計画はまた全国的な実

ット事業として実行され，

下， ， ，プレゼンテ

間のスラム住民の住宅開発

宅開発とチュムチョン開発の

者じしんが実際の生活方法

行計画である。 年には

年には 都市 チュムチョ

ーション用）。表１と図２は，

の経験を集約した新しい考

重要な要因にしている。

に合致した，また要求と一

のチュムチョン， 世

ン，２万 世帯が対象

年に実施された計画

を示している

ーツであった

リモントン

のなかでも

世帯であ

獲得されたエ

。承認された予算は，公共事

。地域的には全国 県に及ん

（バンコク周辺の４県）であり

「従来の土地での改善」「従来

った。そのほかでは，「移住

ンパワメントを見れば，表２

業予算が７億 万バーツ

でいるが，なかでも重点が

， 都市 計画となっている

の土地での新築」が最も多く

による解決」が チュムチョ

のように，「長期的な借地契

，信用貸しが５億 万バ

置かれたのはバンコクとパ

。改善の種類は， 計画

， チュムチョン，１万

ン， 世帯であった。

約」が チュムチョン，

（ ）
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表１ バーン・

学（第 巻・第４号）

マンコン計画 年度

（出所） ， ，プレゼン

表２ 土

テーション用

地所有権の安定性

（出所） ， ，プレゼンテーシ

表３

ョン用

４年間の開発目標

（出

１万 世帯で

所） ， ，プレゼンテーショ

あり，続いて「土地所有権

ン用

の発生」が チュムチョン， 世帯である。多く

のチュムチョン

ことが窺われる

バーン・マン

低所得チュムチ

題に直面したチ

年期

は，長期的な借地契約や土地

。

コン計画は２ヵ年の準備期間

ョンは全国に ヵ所あり，

ュムチョンが ヵ所ある。

に チュムチョン， 万

所有権が発生していることか

をおき， 年より本格的な

うちあまり問題のないチュム

このうち，バーン・マンコン

世帯である（表３）。問題

ら，居住権が確立した

実施計画に移る。現在，

チョンが ヵ所，問

計画が対象とするのは，

に直面したチュムチョ

（ ）
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図２ バーン

組織開発機構と参加型開発（田坂

・マンコン計画 年度

）

ンの約６割

は 億 万

ーツが予定

のない者を含

（出所） ， ，プレゼン

が対象である。この期間の政

バーツである。また，信用

されている（表４）。これは，

め運河周辺や鉄道線路脇の住

テーション用

府の援助額は総額 億 万

貸しの予算は， 年度で

スラム居住の貧困者の基本的

民をカバーすることができ

バーツであり， 年度

億バーツ，総額で 億バ

な部分をカバーし，土地

る。そして，家族を維持で

（ ）
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表４

学（第 巻・第４号）

政府の援助予算

（出所） ，

きる新しい住宅

チュムチョン内

習者を世話する

土地での改善・

，プレゼンテーション用

の建設が可能になり，協働で

には貧困者の職業開発や福祉

ことも可能になる。もちろん

新築や新しい土地での建設ま

エンパワメントなチュムチョ

制度が生まれ，環境管理や，

，チュムチョンの開発は，様

で，様々である。バーン・マ

ンの建設が可能になる。

子供・高齢者・麻薬常

々な条件により従来の

ンコン計画は，チュム

チョンのある地

る。地域の人達

市住民が助け合

い都市コミュニ

バーン・マ

バーン・マン

方政府や大学， など，

は都市の問題を解決するため

い，考え合う過程でもある。

ティにする。

ンコン計画の考え方

コン計画は，これまで貧困者

多くの人達の協働によって問

に共同で実施し，資料や写真

都市やチュムチョンを助け合

の居住問題の解決において，

題を解決する計画であ

や計画を持ち寄り，都

って創りだし，住みよ

多くの教訓や経験をも

たらした。また

方は次のようで

開発はすべ

たが，バーン・

である。チュム

部局や大学，

は「支援要請者

，具体的な形で広範に仕事を

ある（以下，

てチュムチョン組織によって

マンコン計画では政府は単な

チョン組織が，構想，計画，

は，この新しい考え方で

」から，すべてのチュムチョ

産み出し，開発の業績を拡大

， ）

実行する。従来の建設計画で

る公共事業の開発費と環境開

運営すべての面にわたって実

は，支援者である。住民は

ンで「計画の主人」としてそ

した。その新しい考え

。

は政府が実行者であっ

発の支援者となるだけ

行責任者となる。地方

，「便益受領者」あるい

の役割を変える。住民

はバーン（集落

させる。

居住権の面

的なチュムチョ

もし移転しなけ

メントを構築す

）をエンパワメントに変化さ

でエンパワメントを構築する

ンを建築する基礎となる。政

ればならない場合は，新しい

るためである。たとえば，土

せて，チュムチョンと社会の

。居住権の面でエンパワメン

府の土地や利用していない民

土地を探したりする。それは

地購入や長期的な借り入れな

関係を良い方向に変化

トにすることが，永続

間の土地を探したり，

居住権の面でエンパワ

どによる。居住におけ

（ ）
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図３ 低所得者チ

組織開発機構と参加型開発（田坂

ュムチョンの居住地解決の手法

）

（出所） ，

るチュムチョ

正する。

バーン・

トで堅固なチ

，プレゼンテーション用

ンの共同権利に重点を置き，

マンコン計画は単なるエンパ

ュムチョンの建設に重点を置

併せて開発にとって障害に

ワメントな住宅をつくるだ

き，社会経済面での生活の

なっている様々な法律を改

けではない。エンパワメン

構築に向けた過程である。

そして，「支

ンパワメント

バーン・

っている問題

バーと共同す

テーサバーン

バーン・マ

援しあう社会」「関係しあう

な開発をすることになる。

マンコン計画は共同で問題を

の解決策と考え方を意図した

ることにより，都市開発のメ

，研究機関， と共同し

ンコン計画を要約するなら，

社会」にする。「共同で行うこ

解決することに重点を置く

ものである。チュムチョン

カニズムとなることを目指

て計画を策定し都市開発を運

住民が基本であり，考える

と」が社会経済面でのエ

。都市でチュムチョンを覆

が基軸であり，様々なメン

す。たとえば，地方部局，

営する。

人であり，活動する人であ

り，運営する

の策定やデザ

バーン・マ

民の要求など

てきた。

従来の土

ョンの形態を

人である。地方部局は単に支

インを支援し，チュムチョン

ンコン計画に従った住宅開発

の状況に依存している。これ

地でチュムチョンをエンパ

継続するために，チュムチョ

援者であり，チュムチョン

にとっては建築の相談者に

計画には，絶対の形態はな

までの経験から，図３のよ

ワメントに改善する（

ン状態を改善することであ

建築家やエンジニアも計画

すぎない。

く，支払い能力，条件，住

うな幾つかの形態で実行し

）。従来のチュムチ

る。チュムチョン内の環境

や通路の公共

新しい土

業を行う。一

土地範囲は従

的な借入の場

ならない。し

事業を行い，チュムチョンの

地計画の改善（ ）。

部の家は解体して引っ越すか

来から継続すると思われるの

合は借地料を支払わねばなら

かし，チュムチョンは居住に

生活状態を良くする。

従来のチュムチョンの形態を

もしれないし，土地利用計

で，チュムチョンはあまり

ないし，あるいは従来のス

おいてエンパワメントを獲

改善し，基礎的な公共事

画を変更するかもしれない。

損傷しない。ただし，長期

ラムの土地を買わなければ

得し，自分の住宅の開発が

（ ）



できる。

土地のシェ

る場合，チュム
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アリング（ ）。こ

チョンと地主の間で利益を分

学（第 巻・第４号）

れはタイ的な形態である。地

割する。地主は，チュムチョ

主がその土地を利用す

ンに低価格で貸し出す

か，一部を売却

手にするか，土

る。

従来の土地

とである。チュ

機会を持つとき

移転し新しいチ

し，残りの土地から利益を引

地所有権を手にする。新しい

で新しい住宅を建設（

ムチョンはすべて新しい住宅

，住民は投資を通じて，はっ

ュムチョンを建設することは

き出す。チュムチョンは長期

計画が生まれ，チュムチョン

）。これは従来の地域

を建設する。チュムチョン組

きりとした変化を経験する。

，従来の地域近くに居住でき

的なエンパワメントを

と住宅の建築が行われ

内で解体・移転するこ

織がエンパワメントの

従来の地域内で解体・

ることであり，仕事場

にも近い。あま

新しい土地

ムチョンを新た

ある。しかし，

く，交通費がか

費の負担が増え

きる。

これ以外に，

り多くを改善する必要はなく

にチュムチョンを解体・移

に解体・移転することは，チ

従来のチュムチョンから遠く

さみ，新しい生活の建設が必

る。しかし，住民は居住権を

他の開発形態もいくつもあり

，居住権を手にする。

転する，あるいは土地を購入

ュムチョンが居住権を取得す

に移転することになり，仕事

要になるかもしれない。土地

手にし，新しいチュムチョン

得る。住民が選択できる形態

する（ ）。チュ

るうえでは良いことで

場や教育施設からも遠

購入の費用と家の建設

の環境を十分に開発で

はチュムチョンごとの

条件や支払い能

分譲住宅を借り

政府の援助

政府からの援

る。 「従来の

解体・移転し新

力に依存している。たとえば

入れたり購入したりするなど

と８つのステップ

助は具体的にどのようになさ

土地での改善」は，１世帯当

たに建設する場合」は，１世

，郊外に農業チュムチョン建

様々である。

れるのか。公共事業費の支給

たり２万 バーツを支給す

帯当たり４万 バーツを支

設のために移転したり，

は次のような基準によ

る。 「従来の土地で

給する。 「新しい土

地に移転する場

チョン・クロー

受領した公共事

住宅のための

ら信用貸しの金

以上の貯蓄活動

ことが条件であ

合」は，１世帯当たり６万

ンナムサイは 世帯あり，

業費は， × ＝

信用貸しについては，貯蓄組

利は年２％（ 年）である

の実績があること， の

る。貯蓄組合は，加入者に

バーツを支給する。事例を

従来の土地で住宅を改善しな

バーツ，であった。

合を組織し，それに低利融資

。貯蓄組合は，融資を受ける

メンバーシップを得てから１

資金に管理費などの名

挙げてみよう。チュム

ければならなかった。

を提供する。 か

前に少なくとも３ヶ月

ヶ月以上経過している

目で数％ほど上乗せし

て融資する。以

バーン・マン

あり，住み良い

心であることに

が生まれる。協

上が政府援助の概要である。

コン計画の重要な目標は，ス

社会をつくり，自活すること

よって生じる。構想から運営

働によって新しいチュムチョ

，

ラムの貧困者がエンパワメン

である。これらのことは，住

までの過程において，チュム

ンを建設する。これには８

）。

トな住宅を持つことで

民があらゆる作業の中

チョン内の人々の協働

つの手続きがある（以下，

（ ）



チュムチ

加したチュム

あり，意見の

タイ・コミュニティ

ョン内の人々はまず意見を一

チョン組織が最初にしなけれ

一致をみることである。チュ

組織開発機構と参加型開発（田坂

致させなければならない。

ばならないことは，すべて

ムチョンが住民を基軸とし

）

バーン・マンコン計画に参

の住民の理解を得ることで

たバーン・マンコン計画を

立ち上げると

るとは，一部

チュムチョン

合である。誰

が必要であり

ての人々が共

貯蓄する

，あらゆる作業を共同するこ

のことだけをするのではなく

が行ったことがある他の事業

でも貯蓄できるが，貯蓄しな

，バーン・マンコン計画の方

同することは，すべての手続

こと。それはバーン・マンコ

とになる。なぜなら，バー

，チュムチョン内のすべて

とは異なる。たとえば，志

くても良い。こうしたこと

法を理解させなければなら

きの出発点である。

ン計画に参加する前の，重

ン・マンコン計画に参加す

のことをするからである。

願による貯蓄グループの場

を全家族に理解させること

ない。チュムチョンのすべ

要な基礎である。目標を掲

げバーン・マ

は，作業をす

まで必要であ

重要であり，

とくに，住民

るいは他の金

ン内に貯蓄組

礎をつくるだ

ンコン計画に参加するとは，

るのに十分な知識がなくては

る。一部の技術は，部局から

住民じしん学習しなければな

は住宅の建設のために金融の

融機関から信用借入れをする

合を設立しなければならない

けでなく，共同の管理制度を

堅固なチュムチョンを創る

ならない。管理面の知識や

求められるかもしれない。

らないし，自ら専門的知識

知識を持たなければならな

ためである。したがって，

。貯蓄組合を設立すること

学ぶことであり，貯蓄を通

ことに他ならない。それに

様々な建築の技術面の知識

なかでも，管理面の知識が

を蓄積しなければならない。

い。信用を築き， あ

住民は共同してチュムチョ

は，住民に自らの金融的基

じてチュムチョン内の隣人

を知ること

ワークとする

バーン・

計画の策定か

にバーン・マ

割り当て，作

形に任務を分

である。今日，貯蓄組合をつ

のが一般的であり，容易に設

マンコン計画の作業を住民に

ら住宅の建設まで，あらゆる

ンコン委員会を設立するとき

業を分割することが重要であ

割する。たとえば，バーン・

くることは から指導さ

立することができる。

分割する。貯蓄活動をする

ことについて話し合う。た

もそうである。そして，チ

る。バーン・マンコン委員

マンコン委員会は 名から

れ，組合あるいはネット

さいには徹底して話し合い，

とえば，チュムチョンごと

ュムチョンの委員を各自に

会は，必要に応じて様々な

なり，会員係，資金係，建

築係，資料係

の長は，ルー

ク・バーンと

料調査，麻薬

チュムチ

要な材料とな

は，チュムチ

，監査係などに分かれる。大

ク・バーン（組子）の

共同作業をし，あらゆること

撲滅，意見聴取などである。

ョン資料の調査。チュムチョ

る。なぜなら，資料がなけれ

ョン内に世帯は何世帯あるの

きな委員会の場合は小グル

戸の面倒をみなければならな

で委員会の代わりをする。

もし障害があれば，委員会

ン資料は，家の建築やチュ

ば，計画の策定も難しいか

か，借家人は何軒か，世帯

ープに分かれる。グループ

い。グループの長はルー

たとえば，貯蓄金集金，資

と相談することになろう。

ムチョンの建築にとって重

らである。特に重要な資料

ごとに何人が居住している

か，職業は何

態を希望して

すべての家族

ムチョンとす

居住権の

の基礎になる

か，収入はいくらか，支出は

いるか，などである。したが

を調べることから始まる。計

るためである。

確立。居住権の確立は重要な

ものである。住民は実際に居

いくらか，負債はあるのか

って，チュムチョン資料は

画を策定しバーン・マンコ

手続きであり，相互に支援

住しているが，公式的な借

，家の建築はどのような形

，チュムチョンが共同して

ンを建設し，住み良いチュ

したり理解したりすること

地制度や借家制度がないの

（ ）



が現状である。

になっていない

の設定に向けて

立命館経済

本来の家主や新来者，一時的

のである。したがって，すべ

運動しなければならない。

学（第 巻・第４号）

借家人，拡張家族などを含め

ての家族が法的な権利を獲得

，多くの居住者が公的

するまで，新しい権利

居住者の希

チュムチョン計

て行わなければ

形態などを，そ

考えなければな

方は決まってく

がる。チュムチ

望に添った家を建設するため

画の設定や家の建築計画に利

ならない。子供センター，管

れぞれ共同して決める。また

らない。バーン・マンコン計

る。住宅の形態を考えること

ョンの社会生活に従って建設

に，共同で計画を策定し設計

用する重要な資料となり，全

理事務所，職業センター，チ

，チュムチョン組織はチュム

画は，いくつもの方法があり

は，将来のチュムチョンの計

することを，第一に考えなけ

する。上記の調査は，

チュムチョンで共同し

ュムチョン市場，家の

チョンの支払い能力を

絶対ではないが，考え

画を考えることにも

ればならない。このプ

ロセスで，チュ

援する。

公共事業と

は，上記のすべ

これまでの住宅

は，公共事業費

た，家を建設す

チュムチョン委員

ムチョン建築家や大学や

家の建設を共同で行う。バー

てのプロセスで協働すること

開発と異なる。したがって，

を自由に使うことになる。こ

るために使う信用貸し資金は

会の名前かはそれぞれのケース

が，チュムチョンの住民と

ン・マンコン計画は，新しい

が基本となる。政府がすべて

バーン・マンコン計画に従っ

のことは，基礎工事や水道，

，直接チュムチョンの手元に

である）。チュムチョンは，何

共同で計画の策定を支

住宅開発である。住民

を取り仕切るという，

て住宅を建築すること

電気に関わらない。ま

くる（貯蓄組合の名前か，

にいくら，どのように

使うかという資

内の労働者を使

かもしれないし

が決めることで

エンパワメ

ンコン計画は，

らない。たとえ

金管理に関して自由である。

うことにより，その資金を使

，一部は自分でやり一部は請

ある。

ントな住宅があり，エンパワ

住宅を持つことだけに重点を

ば，役割を拡張した貯蓄組合

たとえば，チュムチョンは，

うかもしれない。あるいは，

負業者を雇うかもしれない。

メントなチュムチョンがある

置いたものではなく，管理制

は，職業開発のために，ある

熟練者やチュムチョン

外部の請負業者を雇う

これらはチュムチョン

。ただし，バーン・マ

度の建設がなければな

いは他の必要性のため

に貸し付けを行

境問題での支援

同して実行しな

う。職業支援や福祉基金，子

，家庭内菜園などに資金を貸

ければならない。これらは，

．パイロッ

供や高齢者の世話，チュムチ

し付ける。このような制度は

堅固で自活できる社会に向か

ト事業と居住地開発

ョン内の麻薬撲滅，環

，初めから持続的に共

うためである。

１．パイロッ

バーン・マン

すでに述べた。

して可能になる

指したものであ

て，低所得者の

ト事業

コン計画を実行するために，

これは，住宅供給の保障とコ

かを試みたものであり，そし

る。パイロット事業は，経済

住宅供給における，新しいア

年に最初のパイロット事

ミュニティの改善がスラムの

てこの国の住宅問題に対する

的社会的な開発やコミュニテ

プローチ・知識・経験を確立

業が実施されたことは，

低所得者たちにいかに

持続可能な解決策を目

ィ環境の改善と並行し

するために試みられた

（ ）



タイ・コミュニティ

表５ バーン・マンコ

組織開発機構と参加型開発（田坂

ン計画のパイロット事業

）

年度

（出所）

表６ バーン・マンコン計

より

画パイロット事業の投資総額 年度

（出所）

ものである。

ィ組織や地域

ループに対す

タクシン政

プロジェクト

より

バーン・マンコン計画は，事

組織を中核に据えている。こ

る，住宅問題解決のための新

府は， 年１月 日にバー

は２つの部分に分けられる。

業の確立や住宅供給の実施

れは， のチュムチョン

しい選択 の提供でもあっ

ン・マンコン計画のパイロ

ひとつは， のパイロット

をするために，コミュニテ

， 万世帯の低所得者グ

た。

ット事業を承認した。この

事業の設定である。パイロ

ット事業では

業の大半は公

ュニティは，

そのコミュニ

あり，総世帯

は，

の低所得コミュニティを選

有地に立地し，様々な戦略を

自分じしんを組織化し開発活

ティは，表５のようである。

数は 世帯に上る。

この のパイロット事業を支

抜し，様々な形で住宅供給

通じて居住権問題を解決し

動に取り組んできたことか

コミュニティのうち，６

援するために１億 万バ

を実施した。パイロット事

た。 のパイロット・コミ

ら，選抜されたものである。

コミュニティはバンコクに

ーツの予算を投入した。こ

（ ）



の予算は， の

て住宅建設や改

額と財源は，表

立命館経済

コミュニティにおけるインフ

善に利用される信用貸しの金

６のようである。

学（第 巻・第４号）

ラ基盤の整備のための費用と

利補 費用からなる。 のパ

管理運営手数料，そし

イロット事業の投資総

もうひとつは

万バーツで

るためのもので

ーン・マンコン

プランの設定で

ることになった

以下では，

， のパイロット都市におけ

ある。この予算は，バーン・

あり，また２年目のコミュニ

計画がタイのすべての低所得

もある。バーン・マンコン計

。

のパイロット・コミュニティ

る準備プロセス，あるいは組

マンコン計画を国中の低所得

ティを選抜するためのもので

コミュニティをカバーできる

画は， 年度から国中の都

のうち，パッタナー・ボーン

織化を支援するための，

コミュニティに拡充す

ある。これはまた，バ

ことを確かめるための，

市改善計画に適用され

カイ，ルアムサーマッ

キー，チャルー

２．パッタナ

生活状況

パッタナー・

ョンである（以

より居住を始め

ト建設によって

ンチャイ・ニミットマイの，

ー・ボーンカイの開発

ボーンカイは，借地契約のな

下，

，居住期間は現在まで約 年

追われた人たちや，アパート

３つのコミュニティ開発の事

いまま王室財産管理事務所の

， を参照）。

になる。居住を始めた人たち

に居住する権利を持っている

例を紹介してみよう。

土地に立ったチュムチ

住民はおよそ 年頃

は，住宅公団のアパー

が賃貸料を支払うこと

ができないこと

ーンクンティエ

居住のための家

が５戸，家の状

ほとんどの家

廃した状態であ

元は，住宅公団

から転売した人たち，他の土

ン，そして他県から移住し

が 戸，居住と部屋貸しの

態が不明のものが 戸である

は古い木造の家と半分 瓦と

る。また，一時的な居住場所

のアパートを建築したり高速

地から追われた人たち，たと

てきた人たちである。世帯数

ための家が 戸，借家のため

。

半分木造の２階建ての家であ

のような，長屋として続いた

道路を建築したりした労働者

えばプラカノーン，バ

は全部で 戸であり，

の家が 戸，無人の家

り，トタンで葺かれ荒

１階の木造住宅がある。

の住宅であり，計画が

終了した後，住

家の状態は危険

ある。ほとんど

あり，密集して

不十分である。

このような状況

３戸の家には

宅が壊されず，居住者が住み

な状態である。価格の安い借

の家はかなり密集している。

いる（住宅公団の規定では１ラ

家の面積は約 の面積で

下では，家の誰かが病気に

病人がいる。

ついたものである。一部は３

家を造るために少しずつ増築

調査によると，１ライ当た

イ当たり 戸以上は密集）。そし

あるが，３ ５人で居住して

なれば，簡単に伝染する。

階建ての木造もあり，

や拡張が生じたからで

りの世帯数は 戸も

て一部の家では換気が

いる（便所・浴室は共同）。

戸の家があると，約２

調査結果のあ

の日雇い 戸で

日雇い一般など

ーロム，ルムピ

大部分は１戸当

たり収入は１万

る 戸から分かったことは

ある。これ以外に様々な職業

。そして最も少ないのは官吏

ニー，スクムウィット ，フ

たりの月当たり収入が約

１万 バーツである。し

，大部分は商売をしており

がある。たとえば，貸し室の

で４戸である。ほとんどは，

アラムポーンの市場で働いて

１万バーツで， 戸ある。

かし，収入は，大部分が零細

戸にのぼり，次は月極

主人，日雇い労働者，

クローントゥーイ，シ

いる。調査によると，

次は，１戸当たり月当

小売業のため不安定で

（ ）



ある。一方，

万バーツ以上

ある。

タイ・コミュニティ

１ヵ月当たりの家族支出は

で， 戸である。収入が支出

組織開発機構と参加型開発（田坂

，大部分が １万バーツ

に対して不十分なものが

）

で， 戸であり，次が１

戸，残余がでるのが 戸で

立ち退き

年末に

なし書類を持

動するように

れば，全員逮

ボーンカイの

闘争時代

，４，５人の男たちによって

ってチュムチョンに現れ，こ

住民に告げた。商業センター

捕するという。この時期，チ

住民はどのようにすべきかを

チュムチョンの状況が変わ

の土地の管理者について告

とコンプレックスを建設す

ュムチョンの立ち退きはバ

話し合った。まず，チュム

った。彼らはスーツを着こ

げた。そして１日以内に移

るという。もし移動しなけ

ンコク中に広がっていた。

チョン委員会を立ち上げ，

指導者を選ぶ

委員長補佐，

委員会を作

ループがやっ

求した。ルン

げた。もし抵

き状況が強

同伴した。労

ことにした。その時の住民全

トーンを広報係とした。それ

ってから２ヵ月もしないうち

てきて，警官 名を導入した

ピニー署の高い地位の警官が

抗するなら，警察当局は逮捕

烈になった。約１週間後，資

働者を排除し，トラクター１

員の会議の結果，ニコムを

以外に各種の委員会を設置

に，２回目の状況が発生し

。くわえて，弁護士がここ

メガホンを持ち，所有者の

しなければならないだろう

本家グループは４警察署 名

台がリケー場を取り壊した

委員長にし，モンクットを

し，仕事の分担をした。

た。管理者である資本家グ

から迅速に立ち退くよう要

許可なく侵入した住民に告

，と。その日から，立ち退

でやってきた。弁護士も

。住民の家は潰され，損害

を受けたのが

捕まり，プラ

友人を勇気づ

それから３

とにした。ひ

をお願いする

するための仲

４軒にのぼった。住民はそれ

ナコーン区の裁判所に連れ

けた。裁判所は罰金 バー

日後，全住民の会議が開かれ

とりは住宅公団の理事長であ

ためである。もうひとりは最

介人をお願いすることである

を阻止し取り壊しを止めさ

て行かれた。住民 名が裁判

ツを支払わせ解放した。

た。住民たちは戦うことを

り，立ち退きの困難に直面

高陸軍司令官のアーティッ

。住宅公団の理事長は，３

せようとした。住民１名が

所を取り囲み，捕まった

決め，２人の人物に会うこ

している住民の住宅の保障

トであり，立ち退きを停止

ヵ所の移住先を提案した。

住民たちは，

所の移住先

アーティット

１週間後，

交渉し立ち退

ちが集まり，

事業が始まり

その３ヵ所を視察した。住民

に出て行くことなく，この場

陸軍最高司令官に面会した。

陸軍最高司令官は彼の書記に

きはさせない，住民に従来通

チュムチョンはパトゥムワン

，チュムチョン委員会が大き

たちは視察の後，チュムチ

所で戦うことを結論とした。

書類を持たせ，チュムチョ

り住まわせる，と。このニ

区の承認を取り付けた。そ

な役割を持つようになった

ョン会議を開き，誰も３ヵ

それから，住民 名は，

ン側に知らせた。所有者と

ュースが広がると，住民た

して，チュムチョン開発の

。

貯蓄組合

パッタナー

その目的は住

た。この転換

チョンの計画

の設立

・ボーンカイ・クレジット・

宅開発であった。のちに貯蓄

にはかなり長い時間を要した

が地主である王室財産管理事

ユニオン協同組合は，最初

組合は発展し，クレジット

。住宅改善の要求はなくな

務所からなかなか認められ

，貯蓄組合として始まった。

・ユニオン協同組合になっ

ったわけではなく，チュム

なかったからである。そし

（ ）



て，当時，チュ

大部分は回転資

ることが必要で

立命館経済

ムチョンに転換を急がせた事

金に欠乏し，金利の高い外部

あった。委員会は，組合の目

学（第 巻・第４号）

情は，失業問題が深刻になっ

から借り入れざるを得なかっ

的を住宅のための貯蓄から，

たからである。住民の

た。この問題を軽減す

職業上の回転資金のた

めの貯蓄へと変

クレジット・

何カ所かの協同

シーハルタイ・

り，チャムノン

た。専門家共同

な利益があるか

更した。

ユニオン協同組合は，貯蓄の

組合も研究した。たとえば，

クレジット・ユニオン組合な

博士を講師に招いて，貧困者

創造協会のチョーティ氏やカ

理解した。協同組合として登

法律・規則・約定面で情報の

テーワー・センター・クレジ

どである。それ以外に，カセ

の銀行，いわゆるグラミン銀

ニソン氏とも接触し，住民は

記する前に，会員は 名に

収集にあたった。他の

ット・ユニオン組合や

サート大学と連携があ

行に関する講義を受け

貯蓄に関してどのよう

なった。

サンワーンが

記，会計の名簿

挙をし， 名の

ムポーン，会計

ット・ユニオン

するための基本

王室財産管

会長を務めるチュムチョン委

を提案した。委員会は全部で

委員を選んだ。得票を得た個

ソムブーン，広報トーンであ

協同組合は，チュムチョン委

的な組織となった。

理事務所との交渉

員会は協同組合の会議を開き

名であったが，会議では

人は次のようである。会長サ

り，残りの８名は各種の委員

員会とともに，王室財産管理

，会長，会長補佐，書

名が提案されたので選

ンワーン，会長補佐ア

会を担当した。クレジ

事務所から借地を申請

チュムチョン

会は貯蓄組合と

た。地主である

もう一度検討を

委員会に提案し

事務所に土地の

土地を使い，住

委員会は，住宅開発の計画化

共同でチュムチョンの調査

王室財産管理事務所とのやり

求めた。王室財産管理事務所

た。それは，おおよそ次のよ

半分を分割して与える。 王

民全員に居住させる。 住民

に向けて着手し始めた。最初

をし，約 ライの土地に 世

取りの後， 年末に詳細な

は， 年９月 日に４つの

うな提案であった。 チュム

室財産管理事務所は高層ビル

は住宅公団のビルに移住する

に，チュムチョン委員

帯の住宅計画を作成し

計画や図案を提出し，

選択 をチュムチョン

チョンは王室財産管理

の建設のために半分の

。そのビルは，住宅の

裏手にあり，現

民は別の土地に

年２月に会議を

を借り上げ，チ

王室財産管理

チョン研究所と

年８月に土

在建設中である。王室財産管

移住する。王室財産管理事務

開き，王室財産管理事務所の

ュムチョン自身が住宅を建設

事務所は， 年の間，

研究所財団にあり方を研究さ

地の借入を正式に申し入れた

理事務所は賃貸料について特

所は移住費を支援する。チュ

４つの提案を拒否するととも

すると提案した。

パッタナー・ボーンカイの開

せた。チュムチョン委員会は

。パッタナー・ボーンカイ・

別の支援をする。 住

ムチョン委員会は

に，逆に公式的に土地

発について都市チュム

，その答申に同意せず，

クレジット・ユニオン

組合が借地の引

務所の年間収入

の２種類の建物

奨励局らが保証

この交渉のさ

世帯に上った。

き受け手となり，借地料がタ

は 万バーツになると見積も

を建てることを提案した。

人となり，住宅計画の実行委

なか， 年 月１日と８日

王室財産管理事務所のチー

ーラーンワー当たり５バーツ

った。その上に３階建てのタ

この提案には住宅公団と

員として係官を送った。

に火事が発生し，焼失した家

ラサック副理事長は 月３日

なら，王室財産管理事

ウンハウスと自主建設

が協力し，協同組合

は 戸，被災者は

にボーンカイの住民に

（ ）



「従来の土地

ムチョン委員

などと共同会

タイ・コミュニティ

に居住を許可する」ことを伝

会は 月６日に協同組合委員

議を開き，直面する状況と今

組織開発機構と参加型開発（田坂

え，今日のスラム状態からの

会，ドゥアン・プラティー

後の取り組みについて考え

）

改善を条件とした。チュ

プ財団，個人能力奨励財団

方を整理した。 チュムチ

ョンの建設は

万 バーツ

タウンハウス

チュムチョン

ョンはこの慈

バーン・

火事のあったソーイ３から始

を受け取り，新しい住宅建設

形態で建設する。ドゥアン・

に寄付をした。１件当たり

悲に大きく感謝し，寄付金の

マンコン計画への参加

める。被災者は中央被災者

の資金とする。 家のデザ

プラティープ財団と個人能

万バーツ，総額 万バーツ

すべてを新しい住宅建設に

福祉センターから助成金２

インは，半分は２階建ての

力奨励財団は住宅建設用に

の寄付であった。チュムチ

充てることを表明した。

年，パ

来の土地での

様々な課題が

ー・ボーンカ

バーン・

同組合が「住

民を小グルー

共事業実行委

ッタナー・ボーンカイの居住

住宅開発」という元の考え方

残っていた。 年になると

イを のパイロット事業のひ

マンコン計画の実行に当たり

宅開発計画」の責任者にな

プに分け９ 世帯とし，グ

員会はバンコク地区にすでに

地開発はあまり前進しなか

を堅持していた。王室財産

，政府はバーン・マンコン

とつに選んだ。

，パッタナー・ボーンカイ

る。第１期計画 世帯，第２

ループごとに責任者を置い

６名いたが，チュムチョン

った。しかし，住民は「従

管理事務所は同意したが，

計画を打ち出し，パッタナ

・クレジット・ユニオン協

期 世帯が決まった。住

た。 パイロット事業の公

からの代表者２名を加え，

合計８名で共

負，監査など

る。チュムチ

顧問団は法律

与える。以上

ある。なぜな

意識を生み，

同作業をした。この公共事業

を担当した。 様々な分野の

ョンの実行をより便利にする

と工学からの顧問からなり，

のなかでも，チュムチョン内

ら，自分の家の建設に参加す

チュムチョンへの愛情を生む

実行委員会は，公共事業計

開発メンバーによる住宅問

ためであり，技術と政策面

２名である。困難を抱えて

の世帯を小グループに分割

る機会をすべての会員世帯

からである。

画の策定，資材の調達，請

題解決委員会は 名からな

で支援するためである。

いるチュムチョンに援助を

することがきわめて重要で

に与え，家の所有者となる

チュムチョ

グループが大

ンを基本的に

ソーイの道路

の入札を何度

コミュニティ

バーツ，金利

ンは，住民全員をチュムチョ

いに役立ち，変更を何度も行

使った。一方，家のデザイ

幅は となった。まず火事

も行い，そして何度も値切っ

組織開発機構に信用貸しを申

は から１％であった

ンと家のデザインの策定に

った。チュムチョンのデザ

ンは２階半のタウンハウスで

にあった地区から建設を始め

た。結局，１戸当たりの価

請した。この時，許可を受

。村人はさらに 万バーツの

参加させた。この件では小

インの件では，元のデザイ

，規模は × となり，

た。それから，請負業者

格は 万バーツで合意した。

けた者は 件， 万

資金を集めた。 か

ら借り入れた

間 年で返済

た場合の準備

こうして

ができた。

資金は，協同組合が金利４％

しなければならない。金利の

金とした。

パッタナー・ボーンカイは

で村人に貸し付けた。会員

差額３％は，協同組合の管

のパイロット事業に参加

は月当たり バーツ，期

理費と，返済が期限を越え

し，住宅建設を行うこと

（ ）



３．ルアムサ

チュムチョ

ルアムサーマ

立命館経済

ーマッキーの開発

ン内の関係

ッキーは，王室財産管理事務

学（第 巻・第４号）

所の土地に立地したチュムチョンであり，ソーイ・

ラームカムヘー

下，

めた。チュムチ

住民の多くは古

ある。住民の資

ーンケーン，チ

中部出身が 名

ン （ソーイ・ワットテープリ

， を参照）。ルアム

ョンが建設されてくると，他

くからの知り合いであった。

料を調べると，チュムチョン

ャヤプーム，シーサケート，

，北部が 名であり，残りは

ーラー ）のナムチェ交差点

サーマッキーは，住民が

県からの兄弟親戚が増加し始

移住元が一緒であり，誘い合

の住民の多くはイサーンの

ローイエット，スリン，ウボ

チュムチョン内で生まれた子

周辺に立地している（以

年頃に流入し居住を始

め，過密状態になった。

って移ってきたからで

出身であり（ 人），コ

ンである。それ以外に

供たちである。現在，

ルアムサーマッ

住民が移住元

ンにも持ち込ま

があり，３つの

内装飾グループ

誘い，チュムチ

した。木工品や

車に詰める。そ

キーは 世帯，人口約 名

のチュムチョンと良い関係を

れ，職業の面や居住の面で互

グループに分かれた。すなわ

（ウォール・ペーパー張り）で

ョンの住民として仕事をした

焼肉団子の販売用の手押し車

れから親類や知り合いを雇い

であり，就業世代は 名で

持っていることから，この関

助関係をもつようになった。

ち，石工グループ，木工グル

ある。これらの熟練を持った

。これ以外に木工品を売った

には親方がいる。親方は，商

，売りに歩かせる。これ以外

ある。

係が新しいチュムチョ

住民は仕事の上で熟練

ープ（家具づくり），室

人たちが親戚や友人を

り焼肉団子を売ったり

品を買ってきて手押し

に自分の手押し車を持

った何種類もの

あっている。友

以外に，住民は

くとき子供の面

や仕事面に限ら

ている。

住民は，親戚

商売人がいる。この親族関係

人や親戚に安い価格の貸し部

他のことでも援助しあってい

倒もそうであり，特別の仕事

ず，様々な福祉関係面にもみ

の形で助け合うだけでなく，

は求職関係に止まらず，居住

屋を紹介し，チュムチョン内

る。たとえば，病気の時の看

をするときの世話もする。こ

られ，住民をチュムチョンに

相互に助け合うために連合し

の面でも相互に依存し

に暮らしている。これ

病や，父母が仕事に行

れらの支援は，居住面

げる生活方法となっ

た。まず第１に，チュ

ムチョン委員会

なったのは，セ

きである。その

ンと連携を生む

財産管理事務所

に係官を派遣し

題はチュムチョ

を立ち上げた。ただし，

ーンスラット社が住民に王室

ことが住民を居住問題で目覚

ようになった。チュムチョン

は従来の土地に一時的に居住

た。共同で利益を引き出すこ

ンに開発について多くの教訓

年までは実際には 働しなか

財産管理事務所から管理権を

めさせ，ラーマカムヘーン

の目的は，従来の土地に居住

することを譲歩した。同時に

とに適した方法を見つけるた

を与えた。近くのチュムチョ

った。そのきっかけに

与えられたと告げたと

通り周辺のチュムチョ

することである。王室

，住民と協議するため

めである。この住宅問

ンと連携したり共同の

会議を開いたり

また第２に，

組合の会員は現

同組合設立の登

資金管理や信用

それから第３

した。

住民は貯蓄組合をつくった。

在約 名であり，回転資金

記をした。王室財産管理事務

貸しの管理をしている。

に，チュムチョンの水道敷設

毎月１人当たり バーツ以

額は 万バーツである。

所から土地の借り入れのため

計画を実行した。住民は，こ

上の貯蓄をした。貯蓄

年５月４日に，住宅協

に法人となった。現在，

れまで近隣のチュムチ

（ ）



ョンから水道

ュムチョン環

敷設工事につ

タイ・コミュニティ

管を ぎ，高い料金を支払わ

境開発計画から許可を受けた

いてはチュムチョンの住民の

組織開発機構と参加型開発（田坂

ねばならなかった。チュム

後， 年８月に 万バー

労働力を利用した。それか

）

チョンの水道計画が都市チ

ツの支出が必要になった。

ら，屋敷地番号を申請する

ために王室財

管理事務所か

年４月によう

これ以外に

祭り，子供の

これらの事業

ルアムサーマ

産管理事務所に計画書を提出

ら屋敷番号を取得しなければ

やく完了した。

，住民は公的な重要な日の事

日の事業，ソンクラーン，カ

は，住民と部外の部局とを

ッキーがまだ公的には承認さ

した。水道を敷設するため

ならないからである。チュ

業や各種の慣習日にも力を

オパンサー，母の日の事業

ぐ機会になった。加えて，

れていないにもかかわらず

には，地主である王室財産

ムチョンの水道計画は

注いだ。たとえば，新年の

，父の日の事業などである。

住民の協働を継続的に生み，

，政府部局に公認されるき

っかけになっ

バーン・

ルアムサー

バーン・マン

住民会議

代表者とチュ

チュムチ

た。

マンコン計画に向けて

マッキーは，バーン・マンコ

コン計画に参加した後，住民

の開催。バーン・マンコン計

ムチョン指導者は住民に計画

ョン資料の作成。住民はチュ

ン計画のパイロット事業の

に仕事の共同が見られた。

画を理解するために，住民

について理解させ，着手す

ムチョンの資料について共

うちのひとつに選ばれた。

会議を開催した。 の

る熱意を持たせた。

同で調査した。たとえば，

住民数の調査

割された。す

際に居住して

世帯主の子や

族と居住して

し，基本家族

計画参加

，困難の種類，住民の要求，

なわち，「基本的な家族」「

いる世帯主の家族で，戸籍と

孫で，結婚して家族をなして

いる。そして借家とは貯蓄組

から借家をし，継続的に共同

者の資格の確立。計画参加者

面積の調査をした。チュム

拡張された家族」「借家」であ

屋敷地番号がある。拡張さ

いる者を意味する。しかし

合の会員で，自分の家を持

事業に参加している。

の規定を共同でつくり，参

チョンの世帯は３種類に分

る。基本的な家族とは実

れた家族とは，基本家族の

，居住地を持たず，基本家

っていない者である。しか

加者資格を決めた。◯イ世帯

主であり，戸

てチュムチョ

も バーツ

受刑者ないし

家のデザ

参加した会議

本家族の家の

籍簿があり，実際に居住して

ン内に居住していること。◯

以上の預金がなくてはならな

関係者であってはならない。

イン。住民の要求について調

で意見が求められた。会議で

形態は，２階建てで対をな

いること。◯ロ拡張家族や借

ハ住宅計画で信用貸しを利用

い。積立金の 倍まで借り

また，どんな麻薬関係者で

査が行われ，どのような家

は家のデザインは３種類考

し，規模は × 。◯ロ拡張

家の場合，５年以上に渡っ

するとき，会員は少なくと

ることが出来る。◯ニ重罰の

あってはならない。

の形態を望むのか，住民が

えられた。すなわち，◯イ基

家族の家の形態は，２階

建てで対を

住宅の配置を

チョン建築家

計画や家のデ

しいチュムチ

に合致してい

なし，規模は × 。◯ハ借家

選ぶためにクジが引かれた。

は，３つのデザインを出し，

ザインについて共同学習して

ョン計画に何が必要か，自分

るか。

人の家の形態は，３階建ての

住民が要求に従って家のデ

住民が選択・決定した。こ

きた。チュムチョン計画は

たちの希望の家はどのよう

建物で，規模は × 。

ザインを決めると，チュム

れまで住民はチュムチョン

どのようにあるべきか，新

な形態か，自分の生活方法

（ ）
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表７ ルアムサーマ

学（第 巻・第４号）

ッキーのバーン・マンコン計画

（出

建築資材の

所） （ ）

共同選定。家のデザインが済

より

むと，住民は様々な店から建築資材の調査を行った。

価格を比較し，

１フェーズは基

ある。第３フェ

ルアムサーマッ

後，委員会は借

スケジュー

む公共事業と家

家の移転計

最も安い店を選んだ。選択が

本家族だけの 家族である。

ーズは基本家族 家族と拡張

キーは， から金利１％

入者に金利３％で貸し付けた

ルの作成。２つの部分に分か

の建設である。住民は共同で

画の策定。スケジュールの策

終わると，建築期間を３つの

第２フェーズは基本家族 家

家族 家族，そして借家家

で 万 バーツの信用貸

。金利２％の開きの部分は管

れる。チュムチョン内の道路

考え，自分自身で計画を策定

定がすむと，家の移転計画を

フェーズに分けた。第

族と拡張家族 家族で

族 家族である（表７）。

しを受け取った。その

理費に利用された。

，電気，水道などを含

した。

策定した。チュムチョ

ン委員会は，家

た。そして住民

建築に着手

式」を開催した

設が終了すると

末の予定である

して雇った。建

の移転・取り壊しに着手する

は協力して取り壊した。

。住民たちは， 年１月

。これが終了すると， 年

， 家族の第３フェーズの建

。家の建設は，チュムチョン

設資材については，住宅協同

ために，ワン・トーンラーン

１日に 家族の第１フェーズ

２月に 家族の第２フェーズ

設に着手する。第３フェーズ

が請負業者を雇い，請負業者

組合の名前で購入した。購入

区から許可を受け取っ

のために「柱立ての儀

の建設に着手する。建

が終了するのは 年

が住民を建築労働者と

は分割せず，値引きの

ために大量に同

話をする委員会

成功の要因

現在，ルアム

姿は計画の将来

業を行ってきた

時に購入した。これ以外に，

を立ち上げた。

サーマッキーのバーン・マン

を予見させる。これまで，住

。彼らは計画を巧く実行し成

３フェーズを含め１フェーズ

コン計画はまだ終了していな

民は共同で考え，共同で計画

功を経験した。ルアムサーマ

ごとに仕事を管理・世

いが，現在の具体的な

やデザインを策定し作

ッキーがバーン・マン

コン計画を成功

チュムチョ

決意や理解力が

には，チュムチ

会であり，もう

それぞれ住民か

した要因については，次の通

ンの指導者の存在。この計画

あり，仕事に対する犠牲心が

ョン指導者の役割を２つに分

ひとつは 名のルアムサーマ

ら選挙で選ばれたものである

りである。

を成功に導いた要因は，知識

ある人が多くいたからである

割した。最初のひとつは，

ッキー住宅協同組合委員会で

。チュムチョン委員会は，チ

があり，能力があり，

。ルアムサーマッキー

名のチュムチョン委員

ある。２つの委員会は

ュムチョン内の連携に

（ ）



任務を持ち，

携に任務を持

ュムチョン内

タイ・コミュニティ

チュムチョン内の管理を厳格

った。この２つの委員会のほ

の住民に任務を分担し事業へ

組織開発機構と参加型開発（田坂

に行った。住宅協同組合委

かに，バーン・マンコン計

の協働心を持たせるためで

）

員会は，部外の部局との連

画委員会が設立された。チ

ある。

住民の団

意見を聴

法の追求に役

仕事が順

画の実行は，

り，仕事や任

信頼性があっ

結。住宅建設は住民の熱心さ

取する会議が継続的にもたれ

立った。問題があると解決方

序だって行われ，明確な事業

住民を参加させるだけでなく

務が分割され，責任が分担さ

た。

や団結心を創りだし，全体

たこと。会議が定期的にも

法が追求され，問題を深刻

計画があり透明性があった

，秩序だって活動させたう

れ，会計制度が確立してい

への犠牲心を創りだした。

たれ，意見交換や新しい方

化させなかった。

こと。バーン・マンコン計

えに，明確な業務計画があ

た。すべてに透明性があり

部外者か

たことであ

ワン・トーン

ミュニティな

こうしてル

４．チャル

生活状況

らの援助。もうひとつの重要

る。たとえば，王室財産管理

ラーン区役所，住宅開発ネッ

どである。

アムサーマッキーにおいてバ

ーンチャイ・ニミットマイの

な要因は，政府部局やネッ

事務所（地主の立場）， ，

トワーク，バーン・マンコ

ーン・マンコン計画が進ん

開発

トワークからの援助を受け

タイ・コミュニティ財団，

ン計画のパイロット事業コ

でいる。

チャルーン

の古いチュ

あり，現在は

は，チュムチ

業からなって

残りは一般日

住民の大部分

チャイ・ニミットマイは，カ

ムチョンである（以下，

戸，人口 名，大人 名

ョン・スアンパックの一部で

いる。大部分はタイ国鉄の雇

雇い労働者である。家族当た

は地方出身者であることから

ンペーンペット２通りの鉄

， 参照）。面積は全部で

，子供 名である。チャル

あり，マーナッ氏の土地に

員やゴルフ場の労働者，セ

りの平均収入は月当たり約

，生活方法は農村の生活方

道周辺に立地し， 年以上

５ライ ターラーンワー

ーンチャイ・ニミットマイ

立地した。住民は様々な職

メント社の労働者であり，

１万バーツである。

法であり，親族関係を中心

にした生活を

の

当初の会員は

貯蓄組合は，

に資金の一部

土地購入

している。

係官の指導により， 年２

名，株金は バーツ，実

住宅問題解決のためのグルー

を割いた。

交渉と協同組合の設立

月５日に「チャルーンチャイ

行委員会の選出は 名の世

プであったが，職業上の赤

貯蓄組合」が設置された。

帯からから 名が選ばれた。

字や子供の学費，病気など

年に，

所有者は，タ

決めた。それ

チャルーンチ

ョンが土地税

実際の土地税

住民は所有者が土地を売る意

ーラーンワー当たり バー

は，実勢価格がターラーンワ

ャイ・ニミットマイ住宅協同

を支払うという条件があり，

の支払いは 万バーツであ

志を持っているという情報

ツで５ライ ターラーンワ

ー当たり３万バーツであっ

組合の名義で購入すること

バーツの売買価格で税

った。

を得た。交渉の結果，土地

ーを住民に売却することを

たから，相当に安かった。

にした。ただし，チュムチ

金を支払うことになった。

（ ）



土地の件で合

の分割を決めた

分割が終わると

立命館経済

意した後，住民は，チュムチ

。なぜなら，チュムチョンの

，住民は 年に「チャルー

学（第 巻・第４号）

ョン開発の点からチュムチョ

規模が大きすぎて開発を遅ら

ンチャイ・ニミットマイ」と

ン・スアンパックから

せていたからである。

いう新しい名前を付け

た。

年に，住

の信用貸しを行

の費用と土地税

せる金額は

借入金額は会員

ある。土地規模

民は元の貯蓄組合を住宅協同

うためである。その金額を土

に利用した。現在，住宅協同

万バーツである。協同組合は

が購入する土地規模に比例し

は ターラーンワーから タ

組合として登記した。

地代金 万 バーツに利

組合は会員数 名，会員の

貸し出しを３つに分割してい

， 万 バーツから最高金

ーラーンワーまでである。分

から 万 バーツ

用し，残りを建物関係

運転資金として貸し出

る。 土地購入の借入。

額の 万バーツまでで

割払いの期間は 年，

金利は年間９％

１件当たり５万

バーツ，分割払

たり バーツ

開発計画の

土地購入の後

チュムチョンを

である。 普通借入。家族内

バーツ以下，金利は月当た

い期間 ヵ月を用意している

以下の借入ができる。金利は

策定とチュムチョンのデザイ

，組合は住宅開発計画の策定

改革するためである。住民た

の費用や職業上の必要，子供

り１％である。現在，組合は

。 緊急借入。事故やその他

月当たり１％，分割払い期間

ン

に入った。住民に住宅計画を

ちは，改革案は新しい土地利

の教育のために使う。

，普通借入用に約 万

緊急の場合に，１回当

４ヵ月である。

共同でデザインさせ，

用形態に合わせるべき

だという考え方

けるために土地

区画の土地区

区画の土地が

た。組合の事務

ャルーンチャイ

参加した人たち

から，できるだけリブロッキ

が割かれ，幅 の３本の道

画が可能になった。従来の住

割り当てられ，もう１区画は

所，健康センター，主婦グル

・ニミットマイの住民は 世

に分譲された。最も狭い面積

ィング計画がとられた。まず

路が引かれた。新しい土地利

民と近くのチュムチョンの困

多目的な建物用地として使う

ープ，子供センターなどに利

帯であり，残地は近隣のチュ

は ターラーンワー，最も大

チュムチョンを通り抜

用計画により，全部で

難者のために居住用に

ための中央用地とされ

用するためである。チ

ムチョン住民と計画に

きいのは ターラーン

ワーを超えない

バーン・マ

チャルーンチ

れ，次のことを

事例の視察

たり，他のチュ

規模である。

ンコン計画への参加

ャイ・ニミットマイは，

実行した。

。何から始めてどのように

ムチョンを視察したりした。

年にバーン・マンコン計画の

するのかを の指導を受

たとえば，プラチュアップキ

パイロット事業に選ば

け，セミナーに出席し

ーリーカンや，バンコ

クのチュムチョ

共同会議の

チュムチョ

の必要性につい

世論の形成

は古いものを改

ンを視察した。

開催。会議を開催し住民に計

ンの調査。村人は，家族数，

て調査した。

。チュムチョンをどのような

善するのか，住宅開発の形態

画を理解させ，実行方針につ

人口，職業，収入，支出，負

形態にするのか，まったく新

について世論を形成した。世

いて意見を交換した。

債，そして様々な面で

しくするのか，あるい

論では，元の建設計画

（ ）



を残し，新し

他のチュ

流した。何度

タイ・コミュニティ

い土地利用計画に基づくこと

ムチョンとの交流。外部組織

か会議を持ち，方向性や考え

組織開発機構と参加型開発（田坂

，住宅は全部新しく立て替

との交流，とくにパイロッ

方をはっきりさせた。

）

えることにした。

ト事業のチュムチョンと交

共同計画

ンのデザイン

考え方を交換

家のデザ

の必要な土地

からチュムチ

つの形態であ

を策定。住民を５つのグルー

をどのようにするか，住民の

した。

インとチュムチョン計画の策

を選択させた。住民は移転

ョン建築家が支援した。彼ら

った。１階建ての平屋と２階

プに分け，グループごとに

必要とするものは何かを議

定。新しい土地利用計画で

を始め，選択された計画に従

は モデル以上の家の形態

建てである。これらの家は

，何をするか，チュムチョ

論し，実行形態についての

合意を得ると，住民に自分

って家を新築した。

を提案したが，大部分は２

すべて３つのソーイに２列

で向かい合っ

建設用に土地

公共事業

ムチョン内の

残っている古

チョン内の

も与えずに家

た。これ以外に住民は新しい

を割り当て，公共用地，チュ

と家の建設。 は予算面

労働力を使用し，土地改良や

い木材を使い，新しい木材の

労働力を雇用しただけでなく

の建設を助け合った。

チュムチョン計画を策定し

ムチョン事務所，スポーツ

での支援をし，住民が実行

道路建設，水道と電気の改

購入は抑えて予算の節約を

，「ロンケーク」方法を採用し

た。チュムチョン内の道路

場とした。

者となった。住民は，チュ

善を行った。建築の原料は

した。住民の一部はチュム

た。つまり，どんな報酬

成功の要

住民がバー

の通りである

土地所有

るマーナッ氏

民が土地所有

住民の準

因

ン・マンコン計画を成功させ

。

者の慈悲。住民がバーン・マ

の慈悲と親切である。彼は，

者の支援を得られなかったな

備と団結心。住民が目覚め，

た要因について，内外の要

ンコン計画を成功させた要

長く住民に思いを寄せ，住

ら，成功も生まれなかった

確信をもって行動したこと

因がある。重要な要因は次

因は，元の土地所有者であ

民の発展を願った。もし住

であろう。

がバーン・マンコン計画を

成功させたも

指導者の

チュムチョン

ュムチョン委

の任期である

り，副会長は

方を交換する

うひとつの要因である。

存在。複数の指導者は知識が

が永続的に仕事をする上で，

員会と住宅協同組合委員会が

。一番役割が大きいのは住宅

ウィチエンである。住民は，

ために，毎日，会議が開かれ

あり，能力があり，仕事へ

指導者の存在が重要である

行った。２つの委員会は住

協同組合委員会であり，会

論点ごとに５つのグループ

，共通の情報を生み出した

の献身がある人たちである。

。チュムチョンの指導はチ

民から選挙で選ばれ，２年

長はキエンティサックであ

に分かれた。お互いの考え

。

外部部局

区役所など

功に導いた。

の支援。協同組合促進局，協

である。なかでも の支

同組合会計検査局，農業協

援が大きい。それはチュムチ

同組合省，チャトチャック

ョンの運動を支援し，成

（ ）
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ま

学（第 巻・第４号）

と め

以上，バーン

サーマッキー，

パイロット事業

国の貧困なチュ

画・運営・実行

ムチョンにおい

・マンコン計画の のパイロ

チャルーンチャイ・ニミット

は，低所得者の住宅供給にお

ムチョンへの普及を狙ったも

すべての面での実行者であり

ても，コミュニティ開発の独

ット事業のうち，パッタナー

マイの３つのコミュニティ開

いて，新しいアプローチ・知

のである。新しいアプローチ

， は予算的な支援者に

自案があり，住民の団結と行

・ボーンカイ，ルアム

発について紹介した。

識・経験を確かめ，全

では，住民が構想・計

過ぎない。３つのチュ

動があり，またそれを

引き出すリーダ

あったし，ルア

ンチャイ・ニミ

のチュムチョン

方向性や将来計

や組織運営の技

役割は大きい。

この住民参加

ーがいた。パッタナー・ボー

ムサーマッキーでも３種類に

ットマイでもチュムチョンの

でも，強いリーダーシップを

画について住民の団結を高め

術を支援した。とくに貯蓄組

型のコミュニティ建設が

ンカイでは 年近い王室財産

分けた家族分類と住宅建設計

分割と独自のチュムチョン建

持ったコミュニティ指導者が

た。 はコミュニティの

合あるいは住宅協同組合の設

年までに チュムチョン，

管理事務所との交渉が

画があった。チャルー

設案があった。いずれ

おり，チュムチョンの

組織化に貢献し，経理

立と安定化に果たした

約 万世帯に実施され

ようとしている

ニティの組織化

したり，経験を

りするなどの措

パイロット事業

ない。住民の参

いる。

。 自身，バンコクを始

や経理・運営のノウハウを教

積んだコミュニティ・リーダ

置が必要になろう。また，

のコミュニティにみられたリ

加をどのように引き出すのか

めとしたこれほどのチュムチ

え込むのは不可能に近い。既

ーをチュムチョン建設のパー

年に向けて実施される

ーダーの指導性や住民の団結

が，バーン・マンコン計画の

ョンに対応し，コミュ

存の の力を活用

トナーとして育成した

近いチュムチョンに，

や行動があるとは限ら

大きな試金石になって

チュムチ

（

（ ）

ョン・チャルーンチャイ・ニミッ

（ ）

）

（

引用文献

トマイ］，

）

［バーン・マンコン計画

（ ）

ン・マン

めの行動

トの開発

（

コン計画の手引き 住民用］，

（

計画「バーン・マンコン」 全国

のために（ 年）］，

）

）プレゼンテーション用，

（

のスラムにおける都市貧困者の

［バー

）［スラム開発のた

居住と生活のエンパワメン

（ ）



研究

タイ・コミュニティ

（

チュムチョン・パッタナー・ボ

（

組織開発機構と参加型開発（田坂

）

ーンカイ］，

）

）

［事例

［バーン・

マンコ

インタビ

遠州尋美

男・遠

ン計画 チュムチョン・ルアム

ュー， 年８月 日，回答者

（ ）「サステナブル・コミュ

州尋美編『東南アジア サステ

サーマッキー］，

ニティを求めて とコミ

ナブル世界への挑戦』有 閣

ュニティ形成運動」加茂利

（ ）


